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栃木県におけるコシアカツバメの繁殖分布

遠藤孝一１．平野敏明２．金原啓一３

仁平康介３．山内良隆３

はじめ に

コシアカツパメ砥〃"ｄｂｄα"流αZは，従来西南日本に多く生息していたが，近年その繁

殖分布を拡張し，1972年には北海道でも繁殖が確認された(日本鳥学会1974)．栃木県で

は，1962年に鹿沼市で繁殖が確認され，その後県内の他の地域でも繁殖するようになった

（日本野鳥の会栃木県支部1981)．

そこで，われわれは，栃木県における最近のコシアカツバメの繁殖分布を調べ，それと

環境との関係を調査することを試みた．結果は必ずしもすっきりとしたものではなかった

が，１０年後，２０年後に同様な調査が行われた際に参考資料となると思われたので，ここに

その概要を報告することにした．

調査地および調査方法

コシアカツパメの繁殖分布を明らかにするために，栃木県全域を対象に聞きとり調査と

現地調査を行った．

聞きとり調査は，日本野鳥の会栃木県支部の会員を対象に行い，同支部機関誌を通して

記録収集に努めた．また,各市町村在住の会員150名を対象に，コシアカツパメの繁殖の有

無を手紙や電話で問い合わせた．この場合，地域的な片寄りがないように，県内全域の市

町村から会員を選んだ．問い合わせの項目は，同地で繁殖しているツバメの種，観察年月

日，場所，営巣数，巣の高さ，営巣している建物の壁面の種類である．

現地調査は，1984年の５月から８月にかけて行ったが，一部の地域は1983年５月から８

月にも行った．調査地は，次の30市町村，３５カ所である．那須町，黒磯市，西那須野町，

大田原市，黒羽町，小川町，馬頭町，喜連川町，矢板市，塩谷町，氏家町，烏山町，真岡

市，益子町，二宮町，茂木町，宇都宮市，鹿沼市，今市市，日光市，藤原町，壬生町，石

橋町，小山市，栃木市，大平町，佐野市，足利市，葛生町う西方杖

現地での調査は，商店や住宅がたち並ぶ市街地を道路沿いに，自動車や徒歩，バイクで

観察する方法を使って行った．コシアカツバメの巣はトックリ形をしており，他のツバメ

類の巣と見まちがうことはないので，ゆっくり走行する自動車の中からも容易に観察でき

た．自動車のみの場合には，同じコースを３～４回行った．生息を確認した場合には，巣

の数，使用中のものかどうか，巣の高さ，巣のあった建造物の壁面の種類と巣の位置を記
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録した．また，いくつかの地域で

は，後で繁殖数の変化を知る資料

とするために，巣の位置を地図上

に記入した．

なお，各調査地の標高，建物の

密集地域の大きさ，調査地の規模

については，付表ｌにまとめた．

年から，黒羽町と矢板市，烏山町図'・栃木県におけるコシアカツバメの繁殖分布

では少稜くとも1975,76年ごろか硫磯W:紬鏑潔板詩瀞:山詩
ら繁殖を行っていたことがわかつ８：真岡市９：鹿沼市１０：栃木市１１：佐
ている.今回,繁殖が碓認された地野市１２：足利市

域の標高は，３０ｍから300ｍで,平Fig.1.BreedingdistributionofRed-rumpｅｄ

野部に限られていた〆繁殖環境は，Swallows飯γ”do”"γ”inTochigiPrefecture・
商品や住宅などが道路沿いに密集した中心街である．これらの地域の市街地の大きさは，

那須町伊王野の約600ｍ×200ｍから栃木市,足利市などの約２km×2.5～３kmまで様々であ

る（付表1)．

一方，コシアカツバメの生息を確認できなかった地域は，次の23か所である．那須町湯

本，同町黒田原，黒磯市板室，大田原市，西那須野町，喜連川町，氏家町，塩谷町玉生，

藤原町滝，宇都宮市，茂木町，益子町，二宮町久下田，石橋町，壬生町，小山市，西方村

金崎，大平町，葛生町，今市市，日光市松原町，同市清滝，同市中宮洞．これらの地域の

標高は，大平町の35ｍから日光市中宮洞の1270ｍであった．市街地の大きさは，西方村金

崎にみられるような道路の両側約１kmに商店がたちならぶところから，宇都宮市のような

約７km×4.5kmの都市まで様々 である（付表１)．

以上の結果に基づいてコシアカツバメが繁殖している地域とそうでない地域を比較した

ところ，標高の高い地域を除いて，コシアカツパメの繁殖に影響をおよぼすような環境の

違いはみられなかった．たとえば，市街地の大きさをみた場合，コシアカツパメが繁殖を

していない宇都宮市の中心街の様子は，コシアカツパメが繁殖している黒磯市や那須町伊

王野と比較すると著しく異なるが，宇都宮市の辺縁地域の建物の大きさや密集度は，黒磯
市などとほとんど違いがないのである．

また，宇都宮市や氏家町では，過去には本種の繁殖の記録がある．宇都宮市では1974年，

75年に１つがいが繁殖を行い，（遠藤･青木1982)，氏家町では1981年に１つがいが繁殖
した(平野観察)．一方，鹿沼市では，ここ数年コシアカツパメの繁殖数が著しく減少して

栃木県のコシアカツバメ

結果および考察

調査を行った35地域のうち，コ

シアカツバメの生息を確認したと

ころは，黒磯市，那須町伊王野，

黒羽町,小川町,馬頭町，矢板市，

烏山町,真岡市,鹿沼市,栃木市，

佐野市，足利市の12地域であった

（図１)．このうち,鹿沼市は1962
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付表１調査地の概要と営巣数
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調査地標高(、）建物の密集地域の大きさ(k､）調査の範囲(k､）巣の数2車

コシアカツバメの繁殖を確認した地域

遠藤･平野･金原･仁平･山内

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

＊１．建物の密集地域の大きさはl/25000の地図を参考に表わしたものである。

２．巣の数は、使用、不使用を問わず、観察したすべての個数である。
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いる．1975年５月中旬に国鉄鹿沼駅から黒川にかけて約500ｍ歩いて調査した時には，コシ

アカツバメの巣を５～６個観察したが，1983,84年にはまったく発見できなかった（平野

観察)．これらの地域の場合，過去と現在で環境の大きな変化はみとめれていない．

日本におけるコシアカツパメの繁殖分布の状況を見てみると,少なくとも1970年代には，

中部以北では栃木県や群馬県の一部を除いて，ほとんどが沿岸地域である(日本野鳥の会，

1980)．このことは，コシアカツバメの繁殖分布拡張は海岸沿いに足がかりをつくり，それ

から内陸へ入り込むのではないかと思われる．したがって，栃木県のような内陸部におけ

るコシアカツバメの繁殖は定着したものではなく，いわば試行錯誤の状況にあるのかもし

れない．そのために，特定の環境との結びつきが弱く，一時的に繁殖を試みたり，一時的

に繁殖個体数が増加しても何年か後には減少してしまうという状況がおこるのではないだ

ろうか．この点を明らかにする上でも，今後の内陸部におけるコシアカツパメの繁殖分布

の動向に興味がもたれる．
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要 約

1984年５月から８月にかけて，栃木県におけるコシアカツバメ廠加"dりｄｔｚｚ"jbzzの繁殖

分布を調べた．調査方法は，現地調査と聞きとり調査を使用した．コシアカツバメの繁殖

は，黒磯市，那須町伊王野，黒羽町，小川町，馬頭町，矢板市，烏山町，真岡市，鹿沼市，

栃木市，佐野市，足利市の１２地域でみとめられた．これらの地域の標高は，海抜３０ｍから

300ｍで,平野部の市街地に限られていた．しかし，コシアカツバメの繁殖分布と環境との

関係は明らかではなかった．
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BreedingDistributionoftheRed-rumpedSwallow・

疏〃"｡ｂ”"〃αzinTochigiPrefecture．

KoichiEndol，ToshiakiHirano2，KeiichiKanehara3，
KosukeNihei3，YoshitakaYamauchi3．

ThebreedingdistributionsofRed-rumpedSwallows蔵〃"ｄｂ”"”αzinTochigi

PrefecturewerestudiedfromMaytoAugustinl984､Dataweregatheredbyfieldworkand

personalcommunications､Thebreedingrecordswereobtainedinthefollowingl2urban‐

izedareas：Kuroiso-shi,Nasumachiiohno,Kuroba､e,machi,Ogawa､machi,Bato-machi，

Yaita､shi,Karasuyama,machi,Mohka､shi,Kanuma､shi,Tochigi-shi,Sano,shi,Ashikaga，

shi,Theseareaslieat35-300minaltitude､Therelationshipbetweentheenvironmentsand

breedingrangeof職〃"dbdhz〃j”wasnotclear．

408MinemachiUtsunomiya-shi,Tochigi321
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BirdwatchingclubofUtsunomiyaUniversity，３５０Minemachi，Utsunomiya､shi，

Tochigi321
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